●　諏訪湖の水平虹
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虹とは太陽を背にして立つ時、前方に水滴があると、太陽光線が

その水滴に差し込み、内面で反射して出てくる現象を言います。

普通の虹の水滴はほとんどが空中の雨滴や霧滴で、空間に分布

しているのに対し、水平虹は、水面に浮く水滴や、草原に生じた

水滴に屈折する光によって起こる現象で、水平面に起こるものを

言います。　　

　水平虹は諏訪湖だけに起こる現象ではなく、一般の水田や池で

も起こる現象ですが、頻度あるいは規模の大きさから、諏訪湖の

水平虹は早くから学者に注目されていました。

昭和３３年１０月から３６年１２月にかけて７０回もの観察が記録されています。

　諏訪湖の水平虹は、無風の快晴の日、朝方気温が激しく降下し、水面で水蒸気が結露する状況下に多く見ることができます。このような気候条件は、西方からの移動性高気圧が日本列島をおおう時によく現われ、春と秋に頻度が高いそうです。（Ａ）
※文末のアルファベットは、参考資料を指します。これらの目録は章末に列記してあります。

●　「阿呆丸」の話し（浜中島の撤去）

　文政１３年(１８３０)有賀村に住む伊藤五六郎は有賀村ほか１３ヶ村の名主の連署をもって、天竜川の湾曲を無くしてほしいこと、釜口から簗（やな）までの川幅を広げてほしいこと、橋はもとの位置にしてほしいこと、下浜の付近で百聞（約１８２ｍ）程堀を広めてほしいことなどを嘆願しました。藩庁もこれに応じて、さまざまに調査をした結果、浜中島を撤去することに見解がまとまり、これに先駆けて島に居住している４世帯の移転が行われました。下浜村橋爪の地に、それぞれ藩から４畝２２歩の屋敷を与えられ１石に近い免租を得ての移転でした。

この時、五六郎は浜中島撤去に要する人員を１万５９１１人と見積もり、工事の進め方、日当り、日程など詳細に記した工事の請書を出しました。この内容によると、土を無駄に切り流して下流の川底を高くするようなことはせず、他に新しい土地を得ようという意図が読み取れます。当年２２、３歳という若さにもかかわらず、五六郎は藩よりこの大工事を請け負わされました。彼はこの工事のために、在来の湖舟の２０倍余もの大船を使いました。人々はこの大船を｢阿呆丸｣と呼んで、あざ笑ったとのこと。人足には、貧民や乞食などをあてました。大船を島に横付けし、土を積み、湖を横切って湖南、有賀村に運びました。その結果島は消え、六町歩もの新田ができました。この新田が現在の中曽根の１部に当たり「五六郎田圃」「五六郎分」などと呼ばています。こうして、工事は予定通り、天保元年に完了し、五六郎は多くの人々の尊敬を集めました。当時、漁舟以上の大きい船は禁制だったので、｢阿呆丸｣は作業終了後、すぐに取り壊されたということです。（Ａ）

■　「御神渡り」「水平虹」「阿呆丸」（浜中島の撤去）の参考文献

Ａ：諏訪湖「治水の歴史」　平成１０年３月：長野県諏訪建設事務所刊

　　　　　内容：諏訪湖の治水・浄化及び湖岸環境事業の記録とともに諏訪湖の概要、歴史上の説話を紹介

　　 保管場所：長野県諏訪建設事務所建設課、諏訪地域の各市町村図書館、小中学校
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